
2014/11/21 小林久志先生による特別講演会 

プリンストン大学 元工学部長で、シャーマンフェアチャイルド名誉教授の小林久志さん

に「研究生活を振り返って」という演題で講演をしていただきました。小林先生は、1965年にプリンスト

ン大学電気工学科の博士課程へ留学するため、勤めていた東芝を辞めて日本を離れ、通信の統計理

論で 2年間で Ph.D.を取得、IBM Watson研究所で研究を始め、当時の generousな会社の気風と

制度の恩恵により入社後すぐに 3度のサバティカルで欧米の大学で教えつつテキストの執筆をされ、

IBMに戻ってからは後にコンピュータチップの主流となる VLSI研究グループのmanagerに就任

されました。そして、IBMが東京に、アジア初となる基礎研究所を設立した際に初代

所長として招かれました。当時の日本にはまだ海外の会社を下に見たり嫌厭する風

潮がある中、学歴やコネに拠らないアメリカ流の採用方法が各新聞に取り上げられる

ほど評判になり、優秀な研究者を 200名も採用し素晴らしいスタートを切られました。

その所長としての手腕とそれまでの研究業績を評価され、今度は母校のプリンストン

大学に非白人としては初の Engineering Schoolの Dean(工学部長)に推薦され、5

年間学部長を務められました。その後は research professor として多くの学生を育て

つつ研究を続けられました。現在は大学での職を引退され、教科書の執筆や独立行

政法人 情報通信研究所のアドバイザー、Friend of U.Tokyoの理事長、各種

Awardの選考委員などを務められています。 

 

当日は、「半世紀にわたる研究生活を振り返り、時代の隔たりを超え、専門分野の違いを超え、JASS

の皆様に役立つようなメッセージは何であるかを、皆さんとの対話を通じて考えてみたいと思います。」

という発表要旨の通り、出席者と対話を重ね、先生のご経験を踏まえつつ、丁寧に解決策とアドバイス

を話してくださいました。また、JASSでの講演のために、事前に小林先生のご友人で起

業家として各種メディアに取り上げられている有名な Entrepreneurたちから、若手研

究者に向けたアドバイスを募集して紹介してくださいました。アドバイスをくださったの

は、以下の 4名です。 

 山崎舜平さま、半導体エネルギー研究所(SEL)社長 (特許取得数世界一とし

てギネスブックに登録。2014年 8月現在で 9,374件) 

 Dr. Ann Miura Ko, co-founding partner, Floodgate (Forbes 

magazine: “She is the most powerful woman in startups.” ) 

 窪田 良さま、Acusela 社長 (シアトル)  

 Dr. Gerhard Fasol, Eurotechnology Japan, KK 

 



研究、企業と大学の managementに貢献され、今なお研究、教育、社会的にも精力的に活動されて

いますが、大変温厚で謙虚な人柄とやさしい話ぶりに、聴衆みな小林先生のファンになってしまいまし

た。 

以下、小林先生のプレゼンテーションから抜粋した、若者へのメッセージの部分です。 

 

私が学んだこと、感じたこと 

 研究に専念できる時期は意外に短い。常に刺戟のある環境に自分を置くことが大事。 

 目標は大切、しかし人生の転機は他人の力によることが多い。  

 何事も短時間で成し遂げ、回りの人の信頼を得ることが大切。  

 他人の研究にも興味をもつことがチャンスに繋がる。  

 

英語でのコミュニケーション能力が不可欠 

 文法的に正しく、説得力があるプレゼンテーション。 

 米国に長く生活しても、自然には身につかないことを覚悟せよ。  

 

若い研究者へのアドバイス  

 従来の研究者の「キャリア・モデル」にこだわるな。 

 環境に応じて、”Reinventyourself” の気構えを持つ。 

 分の得手、不得手を知ること。 他人の意見も聞く。  

 独立して起業するのもオプションの一つ。  

 

企業家の方達からも貴重なアドバイスをいただきましたが、ここでは Acusela 社長の

窪田良さまからのメッセージのみ抜粋して掲載させていただきます。 

 

窪田 良さま Acusela 社長 



慶應義塾大学医学部卒業 

1996年 虎の門病院勤務 

2000 年 ワシントン大学医学部眼科学教室助教授に就任 2002 年 Acucela 社を起

業  

2003 年に自宅のオフィスで起業 緑内障の新薬を開発（現在 80人以上の従業員）  

 "Scientists are the ones who can come up with true solutions to many 

societal needs. The role of the scientist who create 1 from 0 cannot be 

replaced by non-scientists." 

 "It requires certain luck to get a position in a high quality research 

organization. There are many ways to continue scientific research, e.g., a 

biotech or pharmaceutical company in biomedical research. " 

 "Creating a new idea will never be replaced by a computer. So a scientist is 

the best job you can have. We create true values that are greatly 

appreciated by people around the globe." 

 


